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利用者数が少ない大型立駐を駐車場として利用
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膜屋根で直射日光を分散

庁舎通りから吹き込んだ風は壁の合間
を縫い、屋根の隙間から吹き抜ける

屋根を伝う雨水の蒸発熱
が周囲の温度を下げる 大屋根に積もった雪は屋根の隙

間を塞ぎ、内部に熱をためる

風 雨 雪

日光

昼は自然光だけでも明るい空間に

夜は内部の光が通りや屋根から
外へと滲みだし、まちを照らす

ヒューマンスケールの床

店舗に寄生した行政壁

必要以上の視線を遮る壁

壁式構造

通り抜ける壁

各要素を覆う大屋根

通りにヒューマンスケールの床が設置さ
れることで、まちに馴染んだ庁舎に。

店舗に行政用の壁が寄生し、利用者が日
常生活内で自然と行政情報に触れる。

通りに開かれた庁舎空間だが、必要以
上の視線は壁で遮る。

散り散りに寄生した壁は構造要素とし
て計算できる配置に。

視線の抜けにより店舗間の回遊が生まれ
ると共に庁舎では職員の裏動線となる。

店舗・庁舎・通りをアーケード大屋根で
覆い、一つの建築物にまとめる。
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庁舎

店舗

庁舎
通り

▮不透明性を助長する庁舎

▮寄生体としての庁舎、寄生先としての商店街

▮2つの寄生手法で創られるパラサイト庁舎

▮空白化した商店街建築 ▮各階平面図

▮表出し合う行政と市民

▮寄生した床・壁・屋根 ▮可変する 2層の閾

▮南北断面図

▮夏冬・昼夜で変わる様相

▮まちに溶け込む庁舎通り

▮機能構成
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近頃議論を呼ぶ市民と行政との摩擦。その根底には行政活動が
市民から見えにくいという不透明性の問題がある。この不透明
性には、経済性を追い求め巨大なハコモノと化し、市民やまち
に対して各課が閉じられた現在の庁舎建築も起因している。

近頃行政の不透明性から市民との摩擦が生じている。その一因には、経済性・合理性を優先し、まちに閉じた“ハコ
モノ”庁舎の存在がある。本提案は、庁舎を衰退する商店街に寄生させることで、商業空間と行政空間をシームレス
に接続する「パラサイト庁舎」を構想する。商店街を再生しながら、市民に開かれた親和性の高い庁舎を実現する。

ハコモノの庁舎建築に詰め込まれた各機能を取り出し、商店街の空き商店やテナント化した店舗奥部分、かつては住居であった2
・3Fに寄生し、商店街を再利用しながら再興する。

庁舎と商店街のハコモノを床・壁・屋根へ解体し、材質やエレメントはそのまま生かしながら床→壁→屋根の順に既存商店街の
フレームへ散り散りに寄生する。寄生してできた床・壁・屋根の集合体は庁舎と商店街の記憶を継承する装置として働きながら
パラサイト庁舎を形作る。

商店街へ庁舎が寄生することで、両者のポテンシャルが両者の
現状・課題を補完するという相互補完の関係が構築される。

通りと直接接続する商店形態を活かし、庁舎機能と店舗の間に
「庁舎通り」を挿入することで、まちから庁舎へと至る動線を
連続化し、庁舎と市民との心理的・空間的距離を縮める。

市民が多く利用する機能から下層部へ配置し、2Fから3Fへと登
る階段は少なくすることで、市民の往来を2Fまでで抑える。

市民が行き交う3本の通りに行政空間は開くように接続され、
互いに可視化されることで行政活動と市民活動は表出し合う。

業務や店舗利用の為に職員が3本の通りに降りてくることで職
員動線と市民動線が交錯し、行政と市民が表出し合う。

まちに溶け込むパラサイト庁舎の環境計画はパッシブ手法を主
とし、補助としてアクティブ手法を用いる。

カーテンとシャッターの2層のレイヤを設け、開閉によって庁
舎のプライバシーとセキュリティを操作する。

昼は自然光で内部が照らされ、夜は内部の照明が外を照らし、
人通りの少ないまちを柔らかく包み込む。

空き店舗へ寄生

舞鶴市役所 八島商店街

取り出す

平面

通りを歩くだけで自然に庁舎内に入り込む。

AK0277
段々の庁舎通りは視線を奥へ導き、自然に内部へ誘う。

庁舎通りでは、職員と市民の活動が入り交じる。

店舗と庁舎は繋がり、店舗に庁舎利用者が流れ込む。

庁舎通りは、従来の庁舎の待合・ロビー空間ともなる。

通りに執務空間が開かれ、日常風景に庁舎が溶け込む。

庁舎通りと執務空間は段差で分かれ、空間の質を担保。

庁舎と店舗は庁舎通りを介して繋がり職員も利用する。

断面 平面

取り出す 店舗奥、2・3Fへ寄生

1.機能の寄生

1.接続された行政空間と市民空間

2.交錯する職員動線と市民動線

2.建築の寄生

3.寄生による相互補完

時代の変化により機能を失いシャッター街化した商店街。再生
への取り組みは進むものの、成功モデルは確立されていない。
また、住商一体からテナント化への移行により、店舗奥や2・
3Fが未利用となり、通りには空白のハコモノが並んでいる。

対象地は京都府北部にある人口8万人の都市である舞鶴市。今年で築63年を迎えた舞鶴市役所を寄生体、中心地に位置するがシャ
ッター街となっている八島商店街を寄生先とし、舞鶴市役所が八島商店街へ寄生する。このように庁舎が商店街へ寄生すること
で商店街を再利用・再興し、まちや市民に親和性のある庁舎建築を実現する。

床・壁・屋根に解体

石張り床

八島商店街既存フレーム

既存商店街 庁舎の寄生 庁舎通り挿入

補完

補完

床の寄生 壁の寄生 屋根の寄生

昼：カーテンで柔らかく閉じる
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夜：カーテンで固く閉じる

舞鶴赤レンガ壁 コンクリート壁 タイルカーペット タイル床 シャッター 各店舗の多様な壁 アーケード屋根

床・壁・屋根に解体

　　　商店街のポテンシャル　→　庁舎の現状・課題
 ①市民の生活動線上への立地 　 近づきにくさ・非日常性
 ②人間スケールの建築の連続 　 巨大で威圧的な庁舎建築
 ③開放性・敷居の低さ　　　 　 来庁へのハードルの高さ
 ④まちの記憶を建築に内包　 　 経済的で画一的な庁舎建築

　　　　庁舎のポテンシャル　→　商店街の現状・課題
 ①市民などの恒常的な来庁者 　 人通りの少なさ・不安定さ
 ②手続等の要件を伴う目的性 　 行く理由・目的の喪失
 ③職員という常駐する使い手 　 利用者が一過的で少ない
 ④行政活動の日常性・継続性 　 再興施策が実験的で一時的
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パラサイト庁舎
-商店街に寄生する庁舎建築 -


